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2006/09/2006/09/2323
ステークホルダー会議ステークホルダー会議
オリエンテーション資料オリエンテーション資料

なごやにおける参加型会議の先行例なごやにおける参加型会議の先行例
『市民が創る『市民が創る循環型社会フォーラム循環型社会フォーラム((ＪＳＴ研究ＪＳＴ研究))』』

の開催についての開催について

循環型社会は、市民の積極的な取組参加がなければ実現しません。循環型社会は、市民の積極的な取組参加がなければ実現しません。

そのためには、地域の構成員である企業、そのためには、地域の構成員である企業、NPONPO、、市民等が、循環型社市民等が、循環型社
会のビジョンづくりや実現方策の検討に、主体的に関わっていくこと会のビジョンづくりや実現方策の検討に、主体的に関わっていくこと
が必要です。そして、それを可能とする方法の開発が必要です。が必要です。そして、それを可能とする方法の開発が必要です。

このような問題意識の下に、このような問題意識の下に、20022002～～0505年に名古屋をフィールドに、年に名古屋をフィールドに、
多くの立場の方々の協力の下に社会実験研究を実施いたしました。多くの立場の方々の協力の下に社会実験研究を実施いたしました。
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11．． 『市民が創る循環型社会フォーラム』の取り組み『市民が創る循環型社会フォーラム』の取り組み（（H15H15--1616））

市民が創る循環型社会フォーラム実行委員会
(行政・企業・NPO・研究者などで構成)

市民が創る循環型社会フォーラム実行委員会
(行政・企業・NPO・研究者などで構成)

参加型会議参加型会議参加型会議

主催主催

ステークホル
ダー会議

ステークホルステークホル
ダー会議ダー会議 市民会議市民会議市民会議

専門家専門家専門家

シナリオ作成
に対する注文

4つのシナリオ
作成

名古屋が
目指すべき
循環型社会

名古屋が名古屋が
目指すべき目指すべき
循環型社会循環型社会

提案提案

この取り組みは、名古屋大学を中心とするこの取り組みは、名古屋大学を中心とする研究研究((社会実験社会実験))の一環の一環として実施として実施

『市民参加による循環型社会の創生に関する研究』『市民参加による循環型社会の創生に関する研究』

((独独))科学技術振興機構／社会技術研究システム・研究領域｢循環型社会｣／科学技術振興機構／社会技術研究システム・研究領域｢循環型社会｣／H14H14--1717
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22．ステークホルダー会議により出された専門家への注文．ステークホルダー会議により出された専門家への注文

専門家への｢注文｣

●負担の衡平性が重要。このことを的確
に判断できるようなシナリオが必要。

●シナリオの相違による、市民の暮らしが
どう変わるかを明確にすること。

●地域社会・個人レベルでの積極的な取
り組みが報われるシナリオを検討すべき

●生ごみや有機性廃棄物のリサイクルに
ついて検討が必要

●焼却の是非についての検討が必要

●地産地消、再生可能資源を用いたエ
コ商品づくり等の生産者の取り組みも検
討すべき。

●すべてのシナリオにおいて環境影響・コ
スト等を明確にすること。

専門家への｢注文｣専門家への｢注文｣

●●負担の衡平性が重要負担の衡平性が重要。このことを的確。このことを的確
に判断できるようなシナリオが必要。に判断できるようなシナリオが必要。

●●シナリオの相違による、シナリオの相違による、市民の暮らしが市民の暮らしが
どう変わるかを明確にどう変わるかを明確にすること。すること。

●●地域社会・個人レベルでの地域社会・個人レベルでの積極的な取積極的な取
り組みが報われるシナリオをり組みが報われるシナリオを検討すべき検討すべき

●●生ごみや有機性廃棄物のリサイクル生ごみや有機性廃棄物のリサイクルにに
ついて検討が必要ついて検討が必要

●●焼却の是非焼却の是非についての検討が必要についての検討が必要

●●地産地消、再生可能資源を用いた地産地消、再生可能資源を用いたエエ
コ商品づくり等の生産者の取り組みコ商品づくり等の生産者の取り組みも検も検
討すべき。討すべき。

●●すべてのシナリオにおいてすべてのシナリオにおいて環境影響・コ環境影響・コ
スト等を明確にスト等を明確にすること。すること。

ステークホルダー会議の流れ

①名古屋のごみ情報の共有

②名古屋のこれまでの取り組み
の評価

③ 「名古屋が目指すべき循環

型社会の方向」の討議

④ 「目指すべき循環型社会」に

ついての方向の明確化
（専門家によるシナリオ案作成に
対する「注文」）

ステークホルダー会議の流れステークホルダー会議の流れ

①名古屋のごみ情報の共有①名古屋のごみ情報の共有

②名古屋のこれまでの取り組み②名古屋のこれまでの取り組み
の評価の評価

③③ 「名古屋が目指すべき循環「名古屋が目指すべき循環

型社会の方向」の討議型社会の方向」の討議

④④ 「目指すべき循環型社会」に「目指すべき循環型社会」に

ついての方向の明確化ついての方向の明確化
（専門家によるシナリオ案作成に（専門家によるシナリオ案作成に
対する「注文」）対する「注文」）
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33．ステークホルダーからの｢注文｣からシナリオ案へ．ステークホルダーからの｢注文｣からシナリオ案へ

衡平性を軸とした4つのシナリオ衡平性を軸とした衡平性を軸とした44つのシナリオつのシナリオ

シナリオA

手作り
リサイクル社会

シナリオシナリオAA

手作り手作り
リサイクル社会リサイクル社会

シナリオB

エコ商品で
手作り質実社会

シナリオシナリオBB

エコ商品でエコ商品で
手作り質実社会手作り質実社会

シナリオC

高めのエコ商品で
ラクチン社会

シナリオシナリオCC

高めのエコ商品で高めのエコ商品で
ラクチン社会ラクチン社会

シナリオD

技術でリサイクル
費用は税金で
ラクチン社会

シナリオシナリオDD

技術でリサイクル技術でリサイクル
費用は税金で費用は税金で
ラクチン社会ラクチン社会

市民の関与・手間の度合い市民の関与・手間の度合い((大大))

市民の関与・手間の度合い市民の関与・手間の度合い((小小))

ご
み
量
と
関
係
な
い
責
任
分
担

ご
み
量
と
関
係
な
い
責
任
分
担

ご
み
量
に
応
じ
た
責
任
分
担

ご
み
量
に
応
じ
た
責
任
分
担
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44．市民会議におけるシナリオ案の説明．市民会議におけるシナリオ案の説明
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　　シナリオ案の改善　　シナリオ案の改善　　シナリオ案の改善

資源ごみは混合せず、
現行の分別を踏襲！

さらなる分別徹底を！

資源ごみは混合せず、資源ごみは混合せず、
現行の分別を踏襲！現行の分別を踏襲！

さらなる分別徹底を！さらなる分別徹底を！

55．市民会議におけるシナリオ案の選択・改善．市民会議におけるシナリオ案の選択・改善

市民会議での選択(重み付け投票)市民会議での選択市民会議での選択((重み付け投票重み付け投票))

シナリオA

38票→24票

シナリオシナリオAA

3838票票→→2424票票

シナリオB

59票→52票
(1回目)　(2回目)

シナリオシナリオBB

5959票→票→5252票票
((11回目回目))　　((22回目回目))

シナリオC

49票→57票

シナリオシナリオCC

4949票票→→5757票票
シナリオD

14票→17票

シナリオシナリオDD

1414票票→→1717票票

・・・・・・

・・・・・・

24時間資源ステーショ
ンは設置場所、運営方
法などの検討を！

2424時間資源ステーショ時間資源ステーショ

ンは設置場所、運営方ンは設置場所、運営方
法などの検討を！法などの検討を！
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66．市民が創る循環型社会フォーラムによる提案．市民が創る循環型社会フォーラムによる提案

有効分別とエコ商品で創りあげる循環型社会
～名古屋で活動するすべての人々の協働の取り組みと公平な負担に基づいて～

有効分別とエコ商品で創りあげる循環型社会有効分別とエコ商品で創りあげる循環型社会
～名古屋で活動するすべての人々の協働の取り組みと公平な負担に基づいて～～名古屋で活動するすべての人々の協働の取り組みと公平な負担に基づいて～

ステークホルダーによる注文ステークホルダーによる注文ステークホルダーによる注文 専門家によるシナリオ案作成専門家によるシナリオ案作成専門家によるシナリオ案作成 市民会議での選択と改善市民会議での選択と改善市民会議での選択と改善

基本の考え

●10～15年後の実現が目標

●公平な責任分担が重要

●企業によるｴｺ商品・ ﾘｻｲｸﾙｼｽ

ﾃﾑ運営と、市民の有効分別が柱

●リサイクルは企業、ごみは排出者
が量に応じて負担

●環境負荷軽減は当然、埋立量
の最小化を重視

基本の考え基本の考え

●●1010～～1515年後の実現が目標年後の実現が目標

●●公平な責任分担が重要公平な責任分担が重要

●●企業によるｴｺ商品・企業によるｴｺ商品・ ﾘｻｲｸﾙｼｽﾘｻｲｸﾙｼｽ

ﾃﾑ運営と、市民の有効分別が柱ﾃﾑ運営と、市民の有効分別が柱

●●リサイクルは企業、ごみは排出者リサイクルは企業、ごみは排出者
が量に応じて負担が量に応じて負担

●●環境負荷軽減は当然、埋立量環境負荷軽減は当然、埋立量
の最小化を重視の最小化を重視

新しい社会の仕組み

●拡大生産者責任徹底
(ｴｺ商品開発とﾘｻｲｸﾙ)

●24時間資源回収ステー
ションの導入

●屋内消費の飲料容器
は全てリターナブル
(デポジット制度の導入)

●ごみ有料化の導入

新しい社会の仕組み新しい社会の仕組み

●●拡大生産者責任徹底拡大生産者責任徹底
((ｴｺ商品開発とﾘｻｲｸﾙｴｺ商品開発とﾘｻｲｸﾙ))

●●2424時間資源回収ステー時間資源回収ステー

ションの導入ションの導入

●●屋内消費の飲料容器屋内消費の飲料容器
は全てリターナブルは全てリターナブル
((デポジット制度の導入デポジット制度の導入))

●●ごみ有料化の導入ごみ有料化の導入

今後の課題

●生ごみの分別・
リサイクル

●ガス化溶融炉
の技術的検討

●24時間ステー
ション設置・運営

●資源回収の頻
度・密度

今後の課題今後の課題

●●生ごみの分別・生ごみの分別・
リサイクルリサイクル

●●ガス化溶融炉ガス化溶融炉
の技術的検討の技術的検討

●●2424時間ステー時間ステー

ション設置・運営ション設置・運営

●●資源回収の頻資源回収の頻
度・密度度・密度
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77．市民が選んだ循環型社会の最終イメージ．市民が選んだ循環型社会の最終イメージ

資源物は現在の方法を踏襲！資源物は現在の方法を踏襲！((混合にしない混合にしない))

混合ごみの混合ごみの
うち、うち、生ごみ生ごみ
は、は、分別・リ分別・リ
サイクルの検サイクルの検
討が必要！討が必要！

ガス化溶融技術ガス化溶融技術
は、安全性等のは、安全性等の
検討が必要！検討が必要！

設置場所・運営方法についての検討が必要！設置場所・運営方法についての検討が必要！
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